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【最近５年間学会発表】 
シンポジウム 
神経に浸潤した癌 －とくに反回神経に対する外科医としての対応－ 
鈴木眞一、福島俊彦、旭 修司、河原正典、宮本康太郎、中野恵一、阿美弘文、竹之下誠

一 （福島県立医科大学第２外科） 
第 15 回日本内分泌外科学会総会 京都、2003 年 4 月 11 日～12 日 
 
シンポジウム 
MEN1＆２：副甲状腺の取扱い 
鈴木眞一、福島俊彦、旭 修司、河原正典、宮本康太郎、中野恵一、阿美弘文、竹之下誠

一 （福島県立医科大学第２外科） 
第 15 回日本内分泌外科学会総会 京都、2003 年 4 月 11 日～12 日 
 
パネルディスカッション 
原発性副甲状腺機能亢進症における治療方針の検討（特に手術適応について） 
鈴木眞一、福島俊彦、旭 修司、阿美弘文、中野恵一、河原正典、宮本康太郎、関川浩司、

竹之下誠一 （福島県立医科大学第２外科） 
第 15 回日本内分泌外科学会総会 京都、2003 年 4 月 11 日～12 日 
 
 
シンポジウム 
甲状腺腫瘍における新たな超音波診断、Real time Tissue Elastography の臨床応用の可能

性について 
鈴木眞一 1）、鈴木興太 1）、河原正典 1）、旭 修司 1）、中野恵一 1）、福島俊彦 1）、竹之下誠一
1）、三竹 毅 2）、篠村隆一 2）（福島県立医科大学第２外科 1）、（株）日立メディコ技術研究所
2）） 
第 16 回日本内分泌外科学会総会、東京、2004 年 5 月 18 日～19 日 
 
口演 
副甲状腺機能亢進症における 99mTc-MIBI による Nuclear Mapping および Radioguided 
Navigation の有用性の検討 
鈴木眞一、鈴木興太、河原正典、旭 修司、中野恵一、福島俊彦、竹之下誠一（福島県立

医科大学第２外科） 
第 16 回日本内分泌外科学会総会、東京、2004 年 5 月 18 日～19 日 
 
口演 
副甲状腺機能亢進症の治療法の進歩と問題点 
鈴木眞一、阿部宣子、斉藤元伸、旭 修司、中野恵一、五十嵐健人、福島俊彦、関川浩司、

竹之下誠一 
福島県立医科大学第２外科 
第 17 回日本内分泌外科学会総会、東京、2005 年 4 月 17 日～19 日 
 
 



パネルディスカッション 
甲状腺乳頭癌に対する治療ガイドラインをどう考えるか 
鈴木眞一 1）、福島俊彦 1）、中野恵一 1）、旭 修司 2）、坂本 渉 1）、藤田正太郎 1）、阿美弘文
1）、関川浩司 1）、竹之下誠一 1） 

1）福島県立医科大学第２外科、2）隈病院外科 
第 18 回日本内分泌外科学会総会、岐阜、2006 年 5 月 12 日～13 日 
 
要望演題 
副甲状腺機能亢進症の標準診療 
鈴木眞一 1）、福島俊彦 1）、中野恵一 1）、旭 修司 2）、坂本 渉 1）、藤田正太郎 1）、阿美弘文
1）、関川浩司 1）、竹之下誠一 1） 

1）福島県立医科大学第２外科、2）隈病院外科 
第 18 回日本内分泌外科学会総会、岐阜、2006 年 5 月 12 日～13 日 
 
要望演題 
多発性内分泌腺腫症の遺伝子診断と治療 
鈴木眞一 1）、津田守弘 1）、大河内千代 1）、良元紳浩 1）、中野恵一 1）、旭 修司 1）、福島俊彦
1）、竹之下誠一 1）、内野眞也 2） 

1）公立学校法人福島県立医科大学第２講座内分泌外科、1）野口病院外科 
第 19 回日本内分泌外科学会総会、名古屋、2007 年 5 月 31 日～6 月 1 日 
 
口演 
甲状腺・副甲状腺腫瘍における Real Time Tissue Elastography の検討（新たな定量化の

試み） 
鈴木眞一 
公立学校法人福島県立医科大学第２講座内分泌外科 
第 19 回日本内分泌外科学会総会、名古屋、2007 年 5 月 31 日～6 月 1 日 
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